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過
去
の
自
分

に
投
げ
掛
け
た

い
言
葉
は
あ
り

ま
す
か
。
私
の

場
合
、
そ
れ
は

励
ま
し
の
言
葉
で
す
。

　

大
学
院
生
だ
っ
た
私
は
、
ス
ペ
イ
ン

留
学
を
目
前
に
「
片
言
の
英
語
だ
け
れ

ど
大
丈
夫
」
と
安
易
な
気
持
ち
で
渡
航

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
地
で
英
語
を

話
す
人
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
Ｅ
Ｕ
留
学
生
と

共
に
履
修
し
た
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
が
、

「
ス
ペ
イ
ン
語
」
で
行
わ
れ
る
始
末
。

ラ
テ
ン
語
は
動
詞
が
６
つ
に
変
格
し
、

辞
書
を
引
く
に
も
原
形
が
分
か
り
ま

せ
ん
。
当
時
は
ス
マ
ホ
も
翻
訳
機
も
な

く
、
渡
航
後
た
っ
た
１
週
間
で
１
年
先

の
帰
国
予
定
日
が
待
ち
遠
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
幸
運
に
も
帰
国
さ
れ
た

先
輩
方
が
築
い
た
縁
で
現
地
の
友
達

が
で
き
、
私
は
積
極
的
に
そ
の
輪
に
加

わ
り
ま
し
た
。
国
民
性
の
違
い
で
、
待

ち
合
わ
せ
に
２
時
間
程
度
遅
れ
て
く

る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
し
た
が
、
行

動
を
共
に
す
る
こ
と
で
ス
ペ
イ
ン
文

化
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

翻
っ
て
、
高
度
情
報
化
社
会
と
言
わ

れ
る
今
、
も
う
留
学
は
必
要
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
留
学
は
単
な
る
情
報
収
集
の
場
で

は
な
く
、
新
た
な
視
点
や
気
づ
き
を
得

る
機
会
で
す
。
異
国
の
地
で
、
不
安
を

抱
え
、
言
葉
も
分
か
ら
ず
、
寝
て
も

覚
め
て
も
【
強
制
終
了
】
は
選
べ
な
い 

― 

そ
の
よ
う
な
状
況
に
身
を
置
く
こ

と
で
得
る
「
情
報
」
は
「
経
験
」
に
昇

華
し
、
そ
の
先
の
人
生
の
糧
に
な
る
の

で
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
留
学
に

限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
単
調

に
み
え
る
毎
日
も
、
た
っ
た
一
度
し
か

な
い
チ
ャ
ン
ス
も
、
現
実
で
直
面
す
る

経
験
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
す
。
情
報

過
多
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
確
か

な
経
験
の
意
味
は
、
さ
ら
に
輝
き
を
増

す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
し
青
色
の
ネ
コ
型
ロ
ボ
ッ
ト
が

側
に
い
た
な
ら
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
、

そ
の
頃
の
不
安
で
途
方
に
暮
れ
る
自

分
に
会
い
「
そ
の
経
験
、
役
に
立
つ
か

ら
大
丈
夫
。
ほ
ら
ッ
」
と
こ
の
誌
面
と

共
に
励
ま
し
の
言
葉
を
掛
け
、
そ
っ
と

背
中
を
押
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
公
立

学
校
教
育
の
充

実
に
向
け
て
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
、
修
学
旅
行
の
引
率
で
新
幹
線

を
利
用
し
た
際
、
列
車
の
運
行
間
隔
や

目
的
の
駅
ま
で
の
所
要
時
間
の
短
さ
に

改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
車
内
で
、

あ
る
冊
子
に
載
っ
て
い
た
記
事
を
ふ
と

思
い
出
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
新

幹
線
の
智
恵
」。
記
事
の
趣
旨
は
「
開

業
当
時
の
東
海
道
新
幹
線
に
は
未
経
験

の
技
術
は
一
切
使
わ
れ
ず
、
プ
ル
ー
ブ

ド
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
実
証
さ
れ
た
技
術
）

の
組
合
せ
だ
け
で
世
界
に
誇
る
新
幹
線

が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、
逐
次
、

新
た
な
技
術
や
様
々
な
分
野
の
専
門
家

の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
取
り
入

れ
、
今
な
お
、
安
全
安
心
な
公
共
交
通

機
関
と
し
て
進
化
・
発
展
を
続
け
て
い

る
。」
で
す
。

　

今
日
の
教
育
改
革
も
こ
の
記
事
か
ら

示
唆
さ
れ
る
点
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
「
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
の
授

業
ス
タ
イ
ル
は
究
極
の
プ
ル
ー
ブ
ド
・

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
が
、
筆
順
ま
で
も
が

再
現
さ
れ
る
板
書
の
ス
ピ
ー
ド
が
生
徒

の
理
解
の
ス
ピ
ー
ド
と
マ
ッ
チ
し
、
段

階
的
・
体
系
的
に
理
解
が
進
み
ま
す
。

そ
こ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
学
び
が
一
層
深
ま
り
ま

す
。
県
や
国
の
取
組
の
例
で
は
、
伝
統

的
な
「
日
本
型
学
校
教
育
」
と
い
う
プ

ル
ー
ブ
ド
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
基
盤
の
上

に
、
本
県
で
は
中
高
一
貫
校
・
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
夜
間
中
学
な

ど
の
導
入
、
文
科
省
で
は
新
学
習
指
導

要
領
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど

を
導
入
す
る
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
改
革
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
の

新
し
い
教
育
技
術
の
活
用
に
加
え
、
教

育
委
員
会
や
学
校
、
家
庭
や
地
域
の
皆

様
と
共
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。「
新
幹
線
の
智
恵
」
同
様
、
新
た

な
教
育
技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
変
化
の
激
し
い
時

代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に
向
け
て
、

高
Ｐ
連
の
皆
様
の
御
意
見
、
御
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
新
幹
線
の
智
恵
」に
学
ぶ
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の
ネ
コ
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
側
に
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ら

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
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Ａ
連
合
会
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愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃

か
ら
本
県
の
教

育
活
動
の
推
進

に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
２
０
２
１
年
２
月
に
策

定
い
た
し
ま
し
た
「
あ
い
ち
の
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
に
基
づ
き
、「
自

ら
を
高
め
る
こ
と
」
と
「
社
会
の
担
い

手
と
な
る
こ
と
」
を
基
本
に
、「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
、
学

校
、
地
域
、
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
、

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
立
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
供

た
ち
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
魅

力
化
・
特
色
化
と
学
び
の
変
革
を
進
め

て
お
り
ま
す
。そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、

「
教
育
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

言
っ
て
お
り
ま
す「
中
高
一
貫
校
」、「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」、「
夜
間

中
学
」
の
設
置
で
す
。

　
「
中
高
一
貫
校
」
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
導
入
校
と
し
て
来
春
２
０
２
５
年

４
月
に
、
明
和
、
津
島
、
半
田
、
刈
谷

の
４
校
が
開
校
し
、
翌
２
０
２
６
年
４

月
に
は
、
第
二
次
導
入
校
と
し
て
、
さ

ら
に
７
校
が
開
校
い
た
し
ま
す
。「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
は
、
全

日
制
・
昼
間
定
時
制
・
通
信
制
の
３
課

程
を
一
つ
の
学
校
の
中
に
置
き
、
３
課

程
間
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
行
き
来
し
て

学
べ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
高
校
で
、
２

０
２
５
年
４
月
に
佐
屋
、
武
豊
、
豊
野
、

御
津
あ
お
ば
の
４
校
が
開
設
し
ま
す
。

「
夜
間
中
学
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同

じ
く
２
０
２
５
年
４
月
に
「
と
よ
は
し

中
学
校
」
を
、
翌
２
０
２
６
年
４
月
に

は
、さ
ら
に
３
校
を
開
校
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
来
年
、
再
来
年
の
２
年

間
で
19
校
が
開
校
し
ま
す
。
子
供
た
ち

の
選
択
肢
を
広
げ
、
自
分
の
目
指
し
た

い
も
の
、
又
は
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、

自
分
の
学
び
た
い
ス
タ
イ
ル
を
選
べ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
２
月
に
策
定
い
た
し
ま
し

た
「
愛
知
・
つ
な
が
り
プ
ラ
ン
２
０
２

８
」
の
目
標
で
あ
る
「
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
中
学
校
と
高
校
、
特
別
支
援

学
校
が
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の

先
生
方
の
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
愛
知
県
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、

「
休
み
方
改
革
」
と
し
て
、「
県
民
の
日

学
校
ホ
リ
デ
ー
」
と
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
日
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
家

族
と
子
供
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
機
会
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
全
て

の
子
供
た
ち
が
、
変
化
の
激
し
い
混
沌

と
し
た
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
や
、

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
と
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆事務局◆
名古屋市中区新栄一丁目４９番１０号

愛知県教育会館６階
TEL：〈０５２〉２６１−５８８６
FAX：〈０５２〉２４１−７０４８

【印　刷】
手島印刷株式会社
TEL：〈０５２〉５２２−１６３５

vol.103
2024

1 6 7

2 8

4

5 9

3

タ
テ
の
カ
ギ

①

日
本
庭
園
で
趣
を
添
え
る
た
め
に
置
く
石
。

ま
た
、
無
駄
に
見
え
る
が
後
に
役
に
立
つ
よ

う
意
図
し
た
行
為
。

④

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
２
」
を
意
味
。
良
く
聞
く

の
は
、
ア
ン
・
○
○
○
・
ト
ロ
ワ

⑥

長
良
川
の
夏
の
風
物
詩
。
通
常
シ
ー
ズ
ン
は

５
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
の
開
催
。

⑦

ど
の
学
校
で
ど
の
学
問
を
修
め
た
か
と
い
う

経
歴
。
○
○
○
○
社
会
、
○
○
○
○
不
問

⑧

現
在
の
イ
ラ
ン
。
漢
名
で
「
波
斯
」
と
書
い

て
そ
う
読
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑨

ア
シ
カ
科
の
海
獣
。
ま
た
は
「
結
局
」
の
意

味
で
「
○
○
の
つ
ま
り
」

ヨコのカギ

①地中海と紅海を結ぶ、エジプ
ト政府直轄の世界物流の要衝。
②あってはならない自動車メー
カーなどのリコール隠し。○
○○○体質。
③中日ドラゴンズの本拠地で元々
の呼称。この問題の正解が展
開されています。
④縄文式○○、弥生式○○。
⑤決死の覚悟で戦うこと。○○
○を繰り広げる。

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
任
意
で
自
由
コ
メ
ン
ト
）

を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
８
月
16
日
消
印
有
効
】

　

正
解
者
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
十
名

様
）
に
は
、
渥
美
農
業
高
等
学
校
産
の
素

材
で
生
徒
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
「
あ
つ

の
う
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
セ
ッ
ト
」
２
セ
ッ
ト

を
発
送
致
し
ま
す
。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　愛知県公立高等学校PTA連合会総会及
び愛知県公立高等学校PTA指導者研修会
が、愛知県産業労働センターにおいて、
１校４名までとした従来の形で５月31日
（金）午後０時45分から開催されました。
○定期総会
　開会式では石井利和会長の挨拶に続い
て、林全宏愛知県副知事、飯田靖県教育長、
髙井俊直公立高等学校長会長から祝辞を
いただきました。
　
　
　

　
　写　　　　　　真
　
　
　
（「互いに学び、楽しくつながるPTA活動」
表彰・発表）
　各PTAからの投票で選ばれた、岡崎北
高・愛知総合工科高・瀬戸つばき特支の
３校のPTAが会長表彰（続く指導者研修
会で事例発表）を受け、またGoodアイデ
ア賞として三谷水産高PTAが表彰されま
した。
〈事業報告・決算報告〉
　令和５年度の理事会、定期総会、高P連
だよりの年３回の発行、５地区の研修会

の実施状況などが報告され、各会計の決
算報告が承認されました。
〈役員改選〉
　総会で選出された６名の役員、及び校
長会代表の役員
　会　長　川端　安利（千 種 高 校 Ｐ）
　副会長　鳥居　春美（岡崎商業高校Ｐ）
　副会長　中村　悦子（半田工科高校Ｐ）
　副会長　白井　雅彦（豊田北高校長）
　会　計　大橋　信恵（瀬戸工科高校Ｐ）
　監　事　中井　典子（一宮北高校Ｐ）
　監　事　山本　　輝（三谷水産高校長）
〈事業計画・予算〉
　令和６年度の事業計画・予算が原案ど
おり承認されました。
○PTA指導者研修会
　（県教育委員会と共催）
・「互いに学び、楽しくつながるPTA活動」
の発表（岡崎北高・愛知総合工科高・瀬
戸つばき特支）
・講演
　麓聡一郎氏より、「外

がい

探
たん

世代　イマドキ
の子どもたちとのコミュニケーションの
コツ」と題して講演がありました。
　ＳＮＳ上でのコミュニケーションが当
たり前となった内向性でも外向性でもな
い若者――氏は彼らを「外探世代」と称
している。その新たな特性を踏まえた世
代との交流の仕方を示唆して頂いた。

令和６年度　定期総会・PTA指導者研修会報告
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

　
　

愛
知
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
教
育
長　

飯　

田　
　
　

靖

ヒ
ン
ト
：
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
は
贔
屓
チ
ー

ム
の
勝
敗
が
気
に
な
り
ま
す
。
頂
点
目

指
し
て
！
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豊
丘
高
校
は
、
昭
和
38

年
に
普
通
科
５
ク
ラ

ス
、
家
政
科
（
現
生
活
文

化
科
）
３
ク
ラ
ス
で
豊
橋
市

豊
岡
町
の
地
に
開
校
し
ま
し

た
。
市
の
東
部
、
静
か
な
住

宅
街
の
中
に
佇
む
学
校
で
学

ぶ
生
徒
の
気
質
は
比
較
的
穏

や
か
で
、
登
下
校
時
に
は
元

気
な
、
明
る
い
笑
い
声
が
響

き
ま
す
。
部
活
動
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
、
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
全
国
高
校

総
体
な
ど
の
常
連
校
と
し
て

名
を
馳
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

和
太
鼓
部
は
、
当
地
の
高
校

の
部
活
動
と
し
て
は
草
分
け

的
な
存
在
で
あ
り
、
全
国
大

会
の
常
連
校
と
し
て
、
県
内

外
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
演
奏
に
加
え
、
世
界
の

様
々
な
国
に
出
向
き
演
奏
活

動
を
行
い
、
日
本
と
各
国
と

の
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て
国

際
文
化
交
流
に
多
大
な
貢
献

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
本
校
生
徒
の
様
々
な
活

躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

千
種
高
校
は
昭
和
38
年

に
開
校
し
、
今
年
で

62
年
目
を
迎
え
ま
す
。
校
名

の
読
み
方
は
「
ち
ぐ
さ
」
が

正
式
で
す
。
愛
知
県
の
花
で

あ
る
か
き
つ
ば
た
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
校
章
は
、在
校
生
・

卒
業
生
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
学
年
普
通
科
７
ク
ラ

ス
、
国
際
教
養
科
２
ク
ラ
ス

が
設
置
さ
れ
、
千
人
を
超
え

る
生
徒
が
日
々
学
習
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。
国
際
教
養
科

に
は
海
外
帰
国
生
徒
が
多
く

在
籍
し
、
学
校
全
体
と
し
て

多
様
な
考
え
方
を
認
め
、
他

者
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。

　

千
種
生
は
「
自
主
自
律
」

の
校
風
の
も
と
、
主
体
的
に

学
習
、
部
活
動
、
学
校
行
事

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
企
画
や
運
営
の

ほ
と
ん
ど
が
生
徒
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
学
校
行
事
は
、
ど

れ
も
非
常
に
活
気
あ
ふ
れ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。

　

本
校
は
令
和
６
年
度
ま
で

４
年
間
に
わ
た
り
文
部
科
学

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
４
つ
の
委
員
会
で
構

成
さ
れ
、
総
務
・
防
災
委
員
会
で
は
校

内
防
災
訓
練
の
サ
ポ
ー
ト
、
災
害
発
生

時
に
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
対
策
に
つ
い

て
先
生
方
と
検
討
を
し
ま
す
。
学
習
・

進
路
委
員
会
で
は
、
文
化
祭
（
豊
陵

祭
）
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
企
画
の
担
当
を
行
い
、

昨
年
一
昨
年
は
起
震
車
体
験
と
「
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
・
広
報
委
員
会
で
は
校
内
研
修

会
の
企
画
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
通
信
の
発
行
を

省
よ
り
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
事
業
拠
点
校
の
指
定
を

受
け
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
」
な
ど
の

新
し
い
科
目
の
創
設
や
、
調
査
研
究

の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
海
外

の
高
校
生
と
の
国
際
会
議
開
催
な
ど
、

様
々
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
が
４
年
目
の
集
大
成
の
年

と
な
り
ま
す
。

　

自
主
自
律
の
精
神
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

も
根
付
い
て
お
り
、
全
員
が
自
ら
立
候

行
い
ま
す
。
昨
年
は
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
つ
い
て
の
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
生
活
・
安
全
委
員
会
は
生
活
道
路

の
多
い
学
校
周
辺
の
自
転
車
の
運
転
に

つ
い
て
生
徒
さ
ん
達
へ
の
安
全
運
転
の

啓
蒙
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て
先
生
方
と
共
に
、
生
徒
さ
ん
た

ち
の
素
晴
ら
し
い
学
校
生
活
を
支
え
て

い
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

補
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

は
役
員
14
名
、
理
事
１
４
６
名
が
、
生

活
環
境
、
学
習
指
導
、
特
別
教
育
活
動

の
３
つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
行
事
で
の
ド
リ
ン
ク
・
軽

食
販
売
や
大
学
見
学
会
、
教
育
講
演
会

な
ど
の
企
画
を
行
う
予
定
で
す
。
千
種

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
熱
気
は
、
生
徒
に
匹
敵

す
る
も
の
が
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
み
な

が
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛知県立 豊丘高等学校 PTA 愛知県立 千種高等学校 PTA学 校 紹 介

○
令
和
６
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
功
労
者
表
彰

　

  　

各
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

ら
れ
た
１
４
９
名
の
皆
様
に
表
彰

状
が
、
連
合
会
役
員
を
終
え
た
12

名
の
皆
様
に
は
感
謝
状
が
学
校
を

通
じ
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
事
務
局
職
員

　

小
芦　

英
生
（
新
事
務
局
長
）

　

浅
野　

裕
二

　

加
藤　

恵
子

①
発
達
障
が
い
理
解
講
座（
基
礎
講
座
）

　
発
達
障
が
い
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
及
び
関
係
者
が
、
発
達
障
が
い

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
子
ど
も
へ

の
対
応
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

月　

日　

９
月
24
日
㈫

　

会　

場　

岡
崎
市
竜
美
丘
会
館

　
　
　
　
　
（
岡
崎
市
東
明
大
寺
町
）

　

講　

師　



同
朋
大
学　

教
授

　
　
　
　
　



臨
床
心
理
士　

公
認
心
理
師

　
　
　
　
　

石
牧
良
浩
氏

　
募
集
期
間　



８
月
13
日
㈫

　

〜
９
月
10
日
㈫

②
不
登
校
関
連
講
座 

　

集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
４
日
間
）

　
不
登
校
傾
向
の
あ
る
高
校
生
の
保
護

者
が
、
子
ど
も
の
悩
み
等
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
さ
ら
に
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
す
。

　

月　

日　



９
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・

　
　
　
　
　
　
　

19
日
㈭
・
26
日
㈭

　

会　

場　



愛
知
県
教
育
会
館

　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
中
区
）

問
合
せ　

愛
知
県
教
育
委
員
会
あ
い
ち
の
学
び
推
進
課

☎
（
０
５
２
）
９
５
４

−

６
７
８
１
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

講　

師　



臨
床
心
理
士　

公
認
心
理
師

野
田
美
帆
氏

　
募
集
期
間　

７
月
11
日
㈭

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
８
日
㈭

＊
＊
＊

〈
共
通
事
項
〉

　
開
催
時
間　



午
前
10
時
〜
正
午

　

定　

員　

①
30
名　

②
10
名

　

参
加
料　



無
料

　
申
込
方
法　



当
財
団
ＨＰ
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

所
定
の
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送

問
合
せ

　

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
振
興
課

　

電
話

0
５
２

−

２
４
２

−

１
５
８
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　



０
５
２

−

２
４
１

−

９
１
０
３

公
益
財
団
法
人

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

検
索

あ
い
ち
教
育
ス
ポ
ー
ツ

　

先
回
の
こ
の
欄
で
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

多
数
の
御
応
募
の
お
礼

と
、
そ
の
応
募
の
ハ
ガ

キ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
メ

ン
ト
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
受
付
け
す

る
側
の
密
か
な
楽
し
み
で
も
あ
る
と
記

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
少
し
反
映
さ
れ

た
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ご
応
募
の
ハ

ガ
キ
が
数
多
く
届
き
、
広
報
委
員
長
以

下
、
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
正

解
者
に
送
る
景
品
に
つ
い
て
も
、
今
年

度
は
昨
年
を
上
回
る
学
校
か
ら
提
案
を

頂
き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
食
品
や
布
製
品
な
ど
多

岐
に
渡
り
、
い
ず
れ
も
県
立
学
校
の
生

徒
さ
ん
た
ち
が
キ
ッ
チ
リ
と
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
実
習
な
ど
で
作
成
に
係

わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
広

報
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
採
用
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
号
は
、
渥
美
農
業
高
校
の
「
あ
つ

の
う
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
セ
ッ
ト
」
と
決
ま

り
ま
し
た
。
大
変
魅
力
的
な
商
品
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
読
ま
れ
た
方

か
ら
の
積
極
的
な
御
応
募
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

編
集
後
記

　
広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い愛知県高P連 検索

http://www.aichikoupren.org/

　

委
員
長　

鳥
居　

春
美
（
岡
崎
商
業
）

　

委　

員　

福
島　

優
子
（
岩
倉
総
合
）

　
　
　
　
　

浅
倉　

伸
治
（
豊　

丘
）

　
　
　
　
　

山
田
紗
由
美
（
鳴　

海
）

　
　
　
　
　

吉
原　

知
味
（
内　

海
）

ＰＴＡ研修会

学 校 風 景

カフェちぐさ

学　校　風　景

「昨年度　フィナーレ（コンサートホール）」

○令和6年10月10日㈭〜12日㈯
　AICHISKYEXPO（入場無料）

　ESD や SDGs（持続可能な開発目標）に関心のある各種学
校の児童・生徒・学生、教職員、行政、団体が一堂に会する「ユ
ネスコスクール交流会」を開催。昨年度同様「SDGs AICHI 
EXPO 2024」内で実施。
ユネスコスクール活動の成
果発表をとおして、SDGs
を達成するために、我々に
できることは何かを一緒に
考えます。

ユネスコスクール交流会ユネスコスクール交流会愛知県教育委員会
あいちの学び推進課

https://www.pref.
aichi.jp/soshiki/
aichi-manabi/

https://aikoubun.
com

愛知県高等学校
文化連盟

※ＱＲコードでスマホでもご覧になれます。

〇
８
月
20
日（
火
）
〜
25
日（
日
）

　
　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
全
部
門
入
場
無
料
）

　

◆
舞
台
部
門　

８
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）

　
　

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　

◆
文
芸
部
門　

８
月
24
日（
土
）

　
　

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ

　

◆
パ
ネ
ル
部
門　

８
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）

　
　

大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

　

◆
展
示
部
門　

８
月
20
日（
火
）〜
25
日（
日
）

　
　

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｊ

テ
ー
マ

一い
っ

輝き

一い
ち

融ゆ
う

令和6年度 アートフェスタ
－愛知県高等学校総合文化祭－


